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7月臨時会
9月定例会

▲大きな魚見つけたよ！（秋のもみじ公園）

◆常任委員会
　こんなことが話し合われました

◆事業成果や執行状況
を審議し、

　平成３０年度の決算を
認定

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

P2

P9

P12



産業の振興による雇用の創出や
まちの安全・安心に向けた事業を推進

平成30年度の決算を認定

　　　　�  360億   593万円
（個人・法人市民税、固定資産税などの税収入）

　　　　　　　�  130億6,720万円
（国が自治体の行う特定の事業経費の全部または一部を負担するお金）

　　　　�  98億9,990万円
（長期間使われる公共施設の整備にかかる借入金）

　　　　　　　�  92億6,888万円
（市町村の財政力に応じて国から交付されるお金）

　　　　　�  71億1,469万円
（預金利子や各種貸付金の元利収入など）

　　　　　�  242億   199万円
（県支出金、地方譲与税・交付金、使用料および手数料など）

①市税

②国庫支出金

③市債

④地方交付税

⑤諸収入

⑥その他

　　　　　�  356億5,819万円
（子育て支援、障がい者・高齢者の福祉、医療給付などの経費）

　　　　　�  125億3,737万円
（公園や道路・街路の整備、市営住宅の建設などの経費）

　　　　　　　　　�  109億9,422万円
（議会の運営、広報、地域づくりの支援などの経費）

　　　　　�  106億2,641万円
（学校の建設・改修、生涯学習、スポーツ振興などの経費）

　　　　　�  82億4,402万円
（市債の返還にかかる経費。うち利子分約7億1,735万円を含む。）

　　　　　�  193億8,126万円
（衛生費、労働費、農林水産業費、商工費など）

①民生費

②土木費

③議会費・総務費

④教育費

⑤公債費

⑥その他

一般会計歳入
995億5,859万円

一般会計歳出
974億4,147万円

市税
36.2%

地方交付税
9.3%

民生費
36.6%

教育費
10.9%

市債
9.9%

諸収入
7.1%

公債費
8.5%

国庫支出金
13.1%

その他
24.4%

土木費
12.9%

その他
19.8%

議会費･総務費
11.3%
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事業成果や執行状況を審議し、

　
　
　
町
内
会
の
規
模
に
よ
る
１

シ
ー
ズ
ン
当
た
り
の
回
数
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
以
前
は
、
一
律
に
一

町
内
会
１
回
で
あ
っ
た
が
、
町
内

会
の
規
模
に
よ
り
不
公
平
感
が
あ

る
と
の
こ
と
か
ら
、
平
成
２７
年
度

よ
り
、
世
帯
数
に
応
じ
た
回
数
を

定
め
て
い
る
。
地
域
に
よ
る
雪
の

　
決
算
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ

か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

町
内
会
等
除
排
雪
対
策
事
業

�

２
５
３
万
円

　
町
内
会
な
ど
が
自
治
活
動
の

一
環
と
し
て
一
斉
除
排
雪
を

行
っ
た
場
合
に
報
償
金
を
支
給

し
ま
し
た
。

委
員

広
報
課
長

降
り
方
の
違
い
や
町
内
会
規
模
な

ど
実
態
に
即
し
た
補
助
制
度
の
あ

り
方
を
精
査
し
て
い
く
。

　
　
　
地
域
集
会
所
を
所
有
す
る

町
内
会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
醸

成
さ
れ
、
運
営
を
自
前
で
賄
っ
て

い
る
が
、
行
政
か
ら
依
頼
さ
れ
る

仕
事
も
多
く
あ
る
た
め
、
町
内
会

や
自
治
会
運
営
に
補
助
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
地
域
集
会
所
は
、
５

４
９
町
内
会
の
う
ち
、
６
割
に
相

当
す
る
約
３
０
０
町
内
会
が
所
有

し
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

町
内
会
会
費
収
入
も
減
っ
て
き
て

い
る
中
で
、
集
会
所
の
運
営
経
費

が
町
内
会
の
負
担
に
な
る
ケ
ー
ス

も
生
じ
て
き
て
い
る
と
の
声
も
あ

る
た
め
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
自

治
組
織
調
査
の
中
で
、
実
態
把
握

に
努
め
て
い
く
。
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
、
支
援
の
必
要
性
も
含
め
検

討
し
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
事
業

（
集
会
所
整
備
等
支
援
）

�

２
４
２
万
円

　
町
内
会
な
ど
が
設
置
す
る
地

域
集
会
所
の
建
築
な
ど
に
対
し

補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。

委
員

広
報
課
長

▲町内会などに除排雪費を補助

健全化判断比率・資金不足比率および市債残高
　健全化判断比率・資金不足比率とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき公表される、地方公
共団体の財政の健全度を判断するための指標です。実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率を早
期健全化基準と比較することで財政の健全度を判断します。また、特別会計、企業会計の場合は資金不足比率を経営健全化
基準と比較して判断します。いずれの指標も基準を下回っているため、本市の財政は健全と言えます。また、参考として、
各会計の市債（山形市の借入金）の残高も併せて表示しています。

資金不足比率 経営健全化基準 市債および企業債残高（平成３０年度末現在）
一 般 会 計 １，０００億１，９０５万円

特
別
会
計

介 護 保 険 事 業 会 計
区 画 整 理 事 業 会 計 １９億２，１８７万円
駐 車 場 事 業 会 計 ４，３６０万円
公設地方卸売市場事業会計 なし（△ ４．３％）

２０．０％

３億９，５４６万円
農業集落排水事業会計 なし（△ ４．０％） １０億４，３２０万円

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 なし（△８５．６％） １６９億６，４４１万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 なし（△２１．４％） ８７１億１，５８２万円
市立病院済生館事業会計 なし（△３３．２％） ３０億２，４１７万円
合　　　　　　　計 ２，１０５億２，７５８万円

※‌�実質収支および連結実質収支が黒字のため、実質赤字比率および連結実質赤字比率はありません。なお、参考として、黒字の比率を
（　）に「△」で表示しています。

※‌�いずれの会計も資金不足額は生じていないため、資金不足比率はありません。なお、参考として、資金剰余の比率を（　）に「△」
で表示しています。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
山 形 市 なし（△２．９２％） なし（△２２．６０％）  ８．０％  ８４．１％
早期健全化基準 １１．２５％ １６．２５％ ２５．０％ ３５０．０％
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撮
影
現
場
な
ど
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
周
知
し
、
本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
で
誘
致
実
績
を
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
誘
致
作
品
の
撮

影
現
場
な
ど
を
、
人
を
呼
び
込
む

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
著
作
権
の
問

題
な
ど
も
踏
ま
え
た
上
で
、
で
き

る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
行
っ
て
い

く
。

　
　
　
贈
呈
人
数
が
見
込
み
よ
り

少
な
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
要

因
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
数
と
転
入
し
た
妊
婦
数
を

フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
推
進

事
業�

１
０
０
万
円

　
多
く
の
映
像
作
品
を
誘
致
で

き
る
よ
う
、村
山
地
域
の
５
市
２

町
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
し
た
。

委
員

文
化
振
興
課
長

よ
う
こ
そ
赤
ち
ゃ
ん
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
贈
呈
事
業

�

５
４
７
万
円

　
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
の
際
に
、
祝

意
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
赤

ち
ゃ
ん
ギ
フ
ト
の
贈
呈
を
行
い

ま
し
た
。

委
員

母
子
保
健
課
長

参
考
に
、
予
算
を
算
定
し
て
い
る

が
、
妊
婦
の
数
な
ど
が
想
定
よ
り

少
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
出
前
講
座
を
開
催
し
て
い

な
い
地
区
に
は
、
開
催
へ
の
働
き

か
け
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
未
開

催
地
区
の
把
握
と
と
も
に
、
地
区

の
希
望
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

消
費
者
保
護
・
啓
発
推
進
事
業

�

４
３
３
万
円

　
消
費
者
被
害
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
悪
質
商
法
な
ど
に
関
す

る
事
例
や
対
処
法
な
ど
の
出
前

講
座
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
申
請
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
手
続
き
の
簡
素
化
や
支
給
漏

れ
を
防
ぐ
手
だ
て
を
講
じ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
３０
年
度
の

申
請
率
は
、
９１
・
６
％
と
な
っ
て

お
り
、
広
報
や
ま
が
た
で
の
周
知

や
未
申
請
者
に
は
勧
奨
通
知
を
送

付
し
て
い
る
。
ま
た
、
申
請
履
歴

の
あ
る
方
に
は
、
住
所
・
氏
名
な

ど
を
印
字
し
た
申
請
書
を
送
付
す

る
な
ど
簡
素
化
を
図
っ
て
い
る
。

福
祉
灯
油
購
入
費
等
給
付
事
業

�

６
５
３
２
万
円

　
県
が
実
施
す
る
施
策
と
連
携

し
、低
所
得
者
世
帯
へ
灯
油
購
入

費
な
ど
の
給
付
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

生
活
福
祉
課
長

　
　
　
道
の
駅
整
備
事
業
の
進
展

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
仮
称
）道
の
駅

蔵
王
は
、
平
成
３０
年
度
に
民
間
活

力
導
入
可
能
性
等
調
査
を
行
い
、

Ｐ※
１
Ｐ
Ｐ
手
法
の
Ｄ※
２
Ｂ
Ｏ
方
式
で
の

整
備
を
決
定
し
て
い
る
。
山
形
中

央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の
道

の
駅
整
備
は
、
地
元
と
の
意
見
交

換
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
さ
ら

に
内
容
調
整
を
行
っ
て
い
く
。

道
の
駅
整
備
事
業

�

８
９
３
万
円

　
道
の
駅
整
備
に
向
け
て
、
民

間
活
力
導
入
可
能
性
等
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

委
員

企
画
調
整
課
長

　
　
　
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
事

業
を
他
の
地
区
に
ど
の
よ
う
に
広

め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
令
和
２
年
度
策

定
す
る
新
た
な
公
共
交
通
網
形
成

計
画
の
中
で
、
各
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
事
業
主
体
や
手
法
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

自
主
運
行
バ
ス
支
援
事
業

�

３
８
８
万
円

　
明
治
・
大
郷
地
区
で
自
主
運

行
し
て
い
る
予
約
制
乗
合
タ
ク

シ
ー
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
し
た
。

委
員

企
画
調
整
課
長

　
　
　
消
防
団
は
団
員
の

確
保
に
苦
労
し
て
い
る
。

行
政
が
、
も
っ
と
力
を
い

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

を
活
用
し
な
が
ら
、
募
集

に
努
め
て
い
き
た
い
。

消
防
団
員
の
処
遇

改
善
事
業

�

９
８
９
３
万
円

　
消
防
団
員
加
入
促
進

の
た
め
、
団
員
報
酬
の

改
定
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

消
防
本
部
総
務
課
長

　
　
　
紙
お
む
つ
も
多
様
化
し
、

状
態
に
合
わ
せ
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
支
給
さ
れ
る
も
の
は
種
類
が

少
な
い
と
聞
く
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
状
態
に
応
じ
て

支
給
し
て
い
る
。
担
当
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
代
行
申
請
す
る
こ
と
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
話
を
聞
き
な
が

ら
、
品
目
を
増
や
す
こ
と
が
可
能

な
の
か
を
検
討
し
た
い
。

紙
お
む
つ
支
援
事
業

�

２
１
０
８
万
円

　
ね
た
き
り
状
態
ま
た
は
重
度

の
認
知
症
高
齢
者
の
家
族
な
ど

に
対
し
、
紙
お
む
つ
を
支
給
し

ま
し
た
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　
対
象
を
高
校
生
ま
で
に
拡

大
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
予
算
規
模
も
大

き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
他
の
子
育

て
施
策
と
の
整
合
性
や
必
要
性
を

総
合
的
に
捉
え
、
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
医
療
給
付
事
業

�

１１
億
７
２
８
３
万
円

　
こ
ど
も
の
医
療
費
の
無
償
化

を
進
め
、
保
護
者
負
担
の
軽
減

を
図
り
ま
し
た
。

委
員

家
庭
支
援
課
長

有
害
鳥
獣
等
食
害
対
策
事
業

�

３
１
４
０
万
円

▲（仮称）道の駅蔵王の予定地図面

▲赤ちゃんの誕生で贈られるメッセージやギフト
※１　ＰＰＰ手法…‌�Public Private Partnershipの略称。自治体が行ってきた事業で設備は官が保有したまま、設備投資や運営を民間事業者に任

せるなどの手法。
※２　ＤＢＯ方式…‌�民間の事業者にデザイン（Design）、建設（Build）、運営（Operate）を一括して委ね、施設の所有や資金調達は公共側が行‌

う方式。
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万
円
、
カ
モ
シ
カ
２
５
０
万
円
、

そ
の
他
１
８
０
万
円
程
で
あ
る
。

　
　
　
進
捗
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
３０
年
度
末

時
点
で
１１
・
６
％
で
あ
る
。

　
　
　
寄
付
金
額
の
う
ち
、
経
費

を
除
い
た
実
質
的
に
使
用
で
き
る

割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成

３０
年
度
の
経
費
率
は
、
寄
付
額
の

３０
％
の
返
礼
品
、
送
料
、
サ
イ
ト

の
掲
載
料
な
ど
を
合
わ
せ
て
約

５４
％
で
あ
っ
た
た
め
、
実
質
的
に

使
用
で
き
る
の
は
、
寄
付
額
の
約

４６
％
で
あ
っ
た
。

地
籍
調
査
事
業

�

１
億
８
３
０
万
円

　
地
籍
の
明
確
化
を
図
る
た
め
、

一
筆
ご
と
の
土
地
所
有
者
、
境

界
な
ど
の
調
査
測
量
、
地
籍
図

お
よ
び
地
籍
簿
の
作
成
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

委
員

地
籍
調
査
室
長

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

１０
億
４
８
０
３
万
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
、

特
産
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
と
地
場
産

業
の
振
興
を
図
り
ま
し
た
。

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

　
　
　
紙
お
む
つ
も
多
様
化
し
、

状
態
に
合
わ
せ
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
支
給
さ
れ
る
も
の
は
種
類
が

少
な
い
と
聞
く
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
状
態
に
応
じ
て

支
給
し
て
い
る
。
担
当
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
代
行
申
請
す
る
こ
と
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
話
を
聞
き
な
が

ら
、
品
目
を
増
や
す
こ
と
が
可
能

な
の
か
を
検
討
し
た
い
。

紙
お
む
つ
支
援
事
業

�

２
１
０
８
万
円

　
ね
た
き
り
状
態
ま
た
は
重
度

の
認
知
症
高
齢
者
の
家
族
な
ど

に
対
し
、
紙
お
む
つ
を
支
給
し

ま
し
た
。

委
員

長
寿
支
援
課
長

　
　
　
対
象
を
高
校
生
ま
で
に
拡

大
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
予
算
規
模
も
大

き
く
な
る
こ
と
か
ら
、
他
の
子
育

て
施
策
と
の
整
合
性
や
必
要
性
を

総
合
的
に
捉
え
、
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
医
療
給
付
事
業

�

１１
億
７
２
８
３
万
円

　
こ
ど
も
の
医
療
費
の
無
償
化

を
進
め
、
保
護
者
負
担
の
軽
減

を
図
り
ま
し
た
。

委
員

家
庭
支
援
課
長

有
害
鳥
獣
等
食
害
対
策
事
業

�

３
１
４
０
万
円

　
　
　
農
作
物
の
被
害
額

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
３０

年
度
の
被
害
額
は
４
０
７

７
万
円
で
、
内
訳
は
、
イ

ノ
シ
シ
１
３
８
４
万
円
、

鳥
類
９
５
９
万
円
、
猿
５

４
５
万
円
、
ハ
ク
ビ
シ
ン

４
１
２
万
円
、
熊
３
４
７

　
被
害
防
止
設
備
の
導

入
へ
の
助
成
や
防
護
網

設
置
、
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
に
よ
る
捕
獲
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

農
村
整
備
課
長

　
　
　
相
談
業
務
を
開
始
し
た
平

成
３１
年
１
月
か
ら
９
月
末
ま
で
の

相
談
件
数
は
１
２
７
６
件
あ
っ
た

と
の
こ
と
だ
が
、
事
業
者
数
は
ど

の
く
ら
い
で
、
ど
の
よ
う
な
業
種

か
ら
の
相
談
が
多
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
相
談
受
付
事
業

者
数
は
３
６
０
者
で
、
サ
ー
ビ
ス

業
２２
％
、
卸
小
売
業
１９
％
、
飲
食

宿
泊
業
１２
％
で
あ
る
。

　
　
　
相
談
件
数
が
想
定
よ
り
も

多
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
職
員

数
は
足
り
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
長
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
２

人
で
相
談
を
受
け
て
い
る
が
、
特

に
Ｉ
Ｔ
関
係
の
相
談
が
多
い
た
め
、‌

専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
３
人
の
配

置
や
事
務
員
の
増
員
に
よ
り
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
充
実
さ
せ
、

対
応
し
て
い
る
。

売
上
増
進
支
援
セ
ン
タ
ー

（
Ｙ
‐
ｂ
ｉ
ｚ
）
設
立
、

運
営
事
業�

３
５
０
３
万
円

　
中
小
企
業
な
ど
の
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
る
た
め
、平
成
３０
年

度
に
売
上
増
進
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｙ
‐
ｂ
ｉ
ｚ
を
設
立
し
、
経
営

相
談
や
創
業
支
援
な
ど
を
業
務

委
託
に
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。

委
員

雇
用
創
出
課
長

委
員

雇
用
創
出
課
長

▲わなを設置し、有害鳥獣を捕獲

　
本
市
議
会
で
は
、
施
行
か
ら

５
年
が
経
過
し
た
山
形
市
議
会

基
本
条
例
の
検
証
を
平
成
３０
年

度
に
行
い
、
こ
れ
ま
で
の
議
会

改
革
へ
の
取
り
組
み
実
績
の
評

価
と
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
に

向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
方
針

を
示
し
ま
し
た
。

　
こ
の
検
証
結
果
報
告
書
を
受

け
、
ま
た
、
今
後
の
取
り
組
む

べ
き
課
題
を
検
討
・
協
議
す
る

た
め
、
令
和
元
年
１０
月
７
日
に

議
会
改
革
検
討
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加

え
、
議
会
の
活
性
化
な
ど
、
議

会
改
革
を
さ
ら
に
進
め
、
よ
り

身
近
で
分
か
り
や
す
い
議
会
を

目
指
し
て
議
論
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
　
委
員
長　
　
伊
藤　
香
織

　
　
副
委
員
長　
渋
江　
朋
博

　
　
事
務
局
長　
佐
藤　
秀
明

　
　
委
員　
　
　
高
橋　
公
夫

　
　
　
　
　
　
　
浅
野　
弥
史

　
　
　
　
　
　
　
田
中　
英
子

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
亜
希
子

　
　
　
　
　
　
　
武
田　
　
聡

　
　
　
　
　
　
　
武
田　
新
世

　
　
　
　
　
　
　
菊
地
健
太
郎

さ
ら
な
る
議
会
改
革
に
向
け
て

議
会
改
革
検
討
委
員
会
を
設
置
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ご
み
の
減
量
を
目
的
に
有

料
化
し
た
が
、
計
画
目
標
値
と
の

比
較
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
３０
年

度
の
家
庭
系
と
事
業
系
を
合
わ
せ

た
燃
や
せ
る
ご
み
の
量
は
６
万
６

９
３
７
ト
ン
で
、
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
で
定
め
た
目
標
値
を

５
２
１
ト
ン
上
回
っ
て
い
る
が
、

家
庭
系
ご
み
は
目
標
値
よ
り
も
３

９
３
ト
ン
下
回
っ
て
い
る
。

　
　
　
資
源
回
収
の
た
め
の
資
源

物
の
保
管
場
所
の
確
保
が
困
難
な

地
区
な
ど
に
対
し
、
資
源
回
収
を

推
進
す
る
取
り
組
み
な
ど
は
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
回
数

に
よ
り
資
源
回
収
推
進
費
が
加
算

家
庭
系
ご
み
の
有
料
化
に

関
す
る
事
業�

２
億
２
万
円

　
ご
み
袋
の
作
成
や
販
売
、
生

活
保
護
世
帯
な
ど
に
、
ご
み
袋

の
支
給
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

集
団
資
源
回
収
推
進
事
業

�

４
８
９
３
万
円

　
市
民
の
ご
み
減
量
運
動
と
し

て
資
源
回
収
を
推
進
す
る
た
め

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

さ
れ
る
制
度
を
活
用
し
、
可
能
な

限
り
実
施
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
み
た
い
。

　
　
　
公
園
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
実
施
し
て
い
る
が
、
引

き
続
き
整
備
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
園
路
な
ど
の
段

差
を
解
消
す
る
た
め
、
ス
ロ
ー
プ

の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
整

備
が
必
要
な
７７
公
園
の
う
ち
、
約

都
市
公
園
安
全
安
心
対
策
事
業

�

１
億
７
５
１
万
円

　
公
園
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
と
山
形
市
公
園
施
設
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
く
工
事
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

６０
公
園
が
完
了
し
て
お
り
、
引
き

続
き
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
目
標
値
と
実
績
値
に
開
き

が
あ
る
が
、整
備
計
画
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
想
定
外
の
損
傷

が
発
見
さ
れ
る
な
ど
、
計
画
通
り

に
進
ま
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
緊

急
に
対
策
が
必
要
な
橋
は
、
す
べ

て
修
繕
が
完
了
し
て
い
る
。
平
成

３１
年
３
月
に
行
っ
た
計
画
の
中
間

市
道
橋き
ょ
う

梁り
ょ
う
維
持
補
修
事
業

�

４
億
８
０
６
５
万
円

　
山
形
市
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
、
補
修
工
事
と

補
修
設
計
委
託
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

委
員

道
路
整
備
課
長

　
　
　
市
内
産
野
菜
の
使
用
状
況

は
２５・４
％
だ
が
、平
成
２９
年
度
と

比
較
し
て
ど
う
か
。
さ
ら
に
使
用

割
合
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３０
年

度
は
、
委
託
栽
培
の
協
定
を
結
ん

で
い
る
タ
マ
ネ
ギ
の
生
育
が
悪

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
２９
年
度
よ
り

も
使
用
量
が
下
が
っ
て
い
る
。
で

き
る
だ
け
市
内
産
の
農
産
物
を
使

用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
年

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理

業
務�

１０
億
２
４
３
万
円

　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営

や
衛
生
管
理
、
献
立
の
作
成
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

委
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

間
を
通
し
て
の
使
用
は
難
し
い
た

め
、
県
内
・
県
外
産
の
農
産
物
も

使
用
し
て
い
る
。

　
　
　
い
じ
め
や
不
登
校
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
を
、
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
い
じ
め
の
件
数

の
増
加
は
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境

が
荒
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
学

不
登
校
児
童
生
徒
対
策
事
業

�

４
１
９
２
万
円

　
教
育
相
談
員
を
配
置
し
、
児

童
・
生
徒
お
よ
び
保
護
者
を
対

象
に
、
個
別
の
教
育
相
談
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

委
員

学
校
教
育
課
長

校
が
、子
ど
も
や
保
護
者
、

地
域
の
声
を
し
っ
か
り
聞

き
、
早
く
い
じ
め
の
芽
を

摘
ん
で
い
る
た
め
と
捉
え

て
お
り
、
い
じ
め
を
認
知

し
た
上
で
新
た
な
指
導
を

展
開
し
て
い
る
。
不
登
校

の
増
加
は
、
家
庭
環
境
や

学
習
に
つ
い
て
い
け
な
い

こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
と

捉
え
、
登
校
が
目
的
で
は

な
く
、
子
ど
も
の
自
立
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

で
き
る
限
り
数
が
少
な
く

な
る
よ
う
指
導
や
対
応
を

行
っ
て
い
る
。

▲市内産野菜を使用し、おいしい給食を提供する学校給食センター

▲生活保護世帯などにごみ袋を支給
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設
な
ど
、
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合

の
浸
水
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浸
水
被

害
が
想
定
さ
れ
る
箇
所
は
、
最
上

川
取
水
場
や
見
崎
浄
水
場
で
あ
る
。

初
期
対
応
は
土ど

嚢の
う
に
よ
る
対
策
で
、

浸
水
深
１
メ
ー
ト
ル
前
後
は
防
げ

る
と
考
え
、
訓
練
も
実
施
し
て
い

る
。
機
能
が
停
止
す
る
よ
う
な
被

害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
３
水
系

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
管
路
に
よ
る
松

原
浄
水
場
系
や
県
水
系
か
ら
の
給

水
を
想
定
し
て
い
る
。
国
や
県
の

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
訂
で
浸

水
予
測
の
水
位
も
上
が
っ
て
い
る

た
め
、
施
設
更
新
時
に
は
浸
水
被

害
対
策
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
香
澄
・
大
手
町
駐
車
場
は
、

料
金
収
入
よ
り
も
指
定
管
理
料
や

維
持
管
理
費
を
含
め
た
支
出
が
多

い
が
、今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
香
澄
駐
車
場
は
、‌

市
民
会
館
で
催
し
物
開
催
時
の
利

用
が
主
体
で
あ
り
、
周
辺
に
民
間

駐
車
場
が
多
い
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
。
大
手
町
駐
車
場
は
、
近
隣

の
金
融
機
関
の
移
転
で
定
期
利
用

者
が
減
少
し
た
も
の
で
あ
る
。
周

辺
が
整
備
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い
が
創

出
さ
れ
れ
ば
、
集
客
が
見
込
ま
れ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

水
運
用
セ
ン
タ
ー
所
長

駐
車
場
事
業
会
計

委
員

道
路
維
持
課
長

見
直
し
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
整

備
し
て
い
く
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
が
都
道
府

県
単
位
化
と
な
っ
て
、
初
め
て
の

決
算
で
あ
る
が
、
収
入
率
は
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
入
率
は

平
成
２８
年
度
９１
・
２３
％
、
２９
年
度

９１
・
７９
％
、
３０
年
度
９２
・
９
％
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
平
成
３０
年
度
の
診
療
報
酬

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

病
院
事
業
会
計

委
員

改
定
で
、
人
件
費
部
分
は
プ
ラ
ス

だ
が
、
薬
価
・
材
料
価
格
は
マ
イ

ナ
ス
改
定
と
な
っ
て
い
る
。
影
響

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
３０
年
度

決
算
は
結
果
的
に
黒
字
化
を
達
成

で
き
て
い
る
が
、
薬
品
購
入
費
用

の
増
加
な
ど
が
経
営
を
圧
迫
し
て

い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
費
用

の
削
減
を
中
心
に
、
さ
ら
な
る
経

営
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
施
設
の
老
朽
化
に
、
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
５０
年

済
生
館
管
理
課
長

公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業
会
計

委
員

市
場
管
理
事
務
所
長

の
開
設
以
来
、
随
時
修
繕

を
行
っ
て
い
る
が
、
施
設

の
老
朽
化
に
よ
り
大
規
模

な
改
修
も
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
。
施
設
移
設
の

要
望
な
ど
も
あ
り
、
経
営

戦
略
や
経
営
展
望
を
策
定

す
る
中
で
整
理
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
各
地
で
台
風
な
ど

に
よ
る
災
害
が
発
生
し
て

い
る
が
、
見
崎
の
浄
水
施

水
道
事
業
会
計

委
員

▲築４４年が経過し、改修が必要な公設地方卸売市場

平 成 30 年 度   決 算 監 査 意 見 書 要 旨
　一般会計の歳入において、前年度に比べ財産収入、市
債などが増加し、繰入金、地方交付税などが減少してい‌
る。「山形県の景気は横ばい圏内の動き」とされているが
先行きは不透明な状況にある。受益者負担金の適正化や
財産の有効活用など、一層の歳入確保に取り組まれたい。
　一方、歳出においては、前年度に比べ民生費、衛生費、
土木費などが増加し、教育費、公債費、労働費などが減
少している。学校施設など大規模施設整備費用の増加が
見込まれるとともに、中核市移行に伴い県からの移譲事
務について今後も円滑な遂行を図り市民サービスの充実
に努め、より効果的で効率的な行政運営を推進されたい。

一
般
・
特
別

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に比
べおおむね改善されている。
　済生館は、地域医療支援病院、地域がん診療連携拠点
病院として、地域の医療機関等と連携強化を図りながら、
質の高い医療の提供に取り組まれている。新たに策定し
た「済生館３ヵ年計画」では、中核市移行により新設さ
れた山形市保健所との連携による多くの計画を掲げてい
る。これら諸施策の着実な推進と、自治体病院の使命を
踏まえながら経営の効率化を図り、市民から信頼される
病院運営に取り組まれるよう要望する。

済
生
館

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に比
べおおむね改善されている。耐震化を含めた、耐用年数
を迎える配水管や浄配水施設設備の更新等に係る建設改
良事業の推進が引き続き予定されており、今後とも費用
の節減に取り組まれるとともに、施設規模や稼働状況の
適正化等を図り、一層の経営の効率化に努められたい。
　管路の耐震化や配水ブロック整備の推進、災害時にお
ける応急的な給水方法の充実など、災害対策の強化に取
り組まれている。今後とも「山形市上下水道事業基本計
画（後期計画）」の着実な実現に向け、引き続き効率的
な事業経営に努められたい。

水

道

　財政状態を示す経営分析に係る諸比率は、前年度に比
べポイント数の増減はあるものの、大きな変動はないが、
企業債に依存する割合が比較的高いことがうかがえる。
　平成３０年度から下水道使用料等徴収業務を含めた上下
水道営業等包括委託を開始しているが、受益者負担の公
平性を確保するため、より効果的、効率的な未収金対策
となるよう努められたい。
　老朽化した管渠などの計画的な改築を進めるとともに
災害に強い下水道を構築するため、「山形市上下水道事
業基本計画（後期計画）」の着実な実現に向けて、効率
的な事業経営に取り組まれたい。

公
共
下
水
道
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子
育
て
環
境
の
整
備
と
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
の
た
め
の
補
正
予
算
を
審
査

補 正 予 算

９月の主な補正予算
一般会計 １０億９，０９４万円

●道路維持補修経費
　�  １億９，０００万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●新子ども・子育て支援システム構築運用事業
　�  ３，１０２万円

●放課後児童クラブ等環境改善整備推進事業
　�  １，５２５万円

●介護サービス基盤整備事業
　�  １，２１６万円

●高濃度ＰＣＢ廃棄物処理委託
　�  １，２１５万円

●東北絆まつり山形開催・東京２０２０NIPPON
　フェスティバル開催事業　�  ５００万円

▲安全・安心の確保に向けた道路工事

訓
練
体
制
や
燃
料
の
保
管
状
況
な

ど
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
災
害
に
備
え
た

対
応
は
各
事
業
所
に
お
い
て
行
っ

て
い
る
が
、
事
業
所
の
指
定
に
当

た
り
、
避
難
行
動
計
画
の
策
定
や

定
期
的
な
避
難
訓
練
の
実
施
な
ど

を
義
務
づ
け
て
い
る
。
な
お
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
指
導
の

中
で
、
訓
練
の
実
施
な
ど
の
対
応

状
況
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
参
加
対

象
と
な
る
事
業
者
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
内
の
ハ
イ

ヤ
ー
事
業
者
は
１１
者
あ
り
、
う
ち

不
特
定
多
数
の
客
を
乗
り
合
い
で

運
行
す
る
許
可
を
取
得
し
て
い
る

の
が
３
者
で
あ
る
。
公
共
交
通
の

拡
大
を
見
込
み
、
許
可
取
得
を
検

討
す
る
事
業
者
も
あ
り
、
で
き
る

だ
け
多
く
参
加
し
て
ほ
し
い
と
考

長
寿
支
援
課
長

地
域
公
共
交
通
乗
合
タ
ク
シ
ー

運
行
事
業
の
債
務
負
担
行
為

�

限
度
額
１
２
８
０
万
円

　
債
務
負
担
行
為
の
限
度
額
を

設
定
し
、
路
線
バ
ス
空
白
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
地
域

交
流
バ
ス
な
ど
の
運
行
に
向
け

て
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

る
事
業
者
の
選
定
を
行
い
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
課
長

同
時
開
催
さ
れ
る
東
京
２
０
２
０

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
概
要
は
ど
う
か
。
ま
た
、
巨
大

人
形
「
モ
ッ
コ
」
の
展
示
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
う

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
東
京
２
０
２
０

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
山
形
県
、

福
島
県
の
順
番
で
開
催
し
、
各
会

場
で
寄
せ
ら
れ
た
復
興
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
東
京
に
届
け
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、巨
大
人
形
「
モ
ッ
コ
」
は
、

約
１５
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
、
絆

ま
つ
り
の
パ
レ
ー
ド
に
合
わ
せ
て

展
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
展
示

場
所
は
、
パ
レ
ー
ド
会
場
沿
い
の

場
所
を
検
討
し
て
い
る
。

観
光
戦
略
課
長

え
て
い
る
。

　
　
　
東
北
絆
ま
つ
り
と

東
北
絆
ま
つ
り
山
形
開

催
・
東
京
２
０
２
０

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催
事
業

�

５
０
０
万
円

　
東
北
絆
ま
つ
り
お
よ

び
東
京
２
０
２
０
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
同
時
開
催
に
向

け
た
準
備
を
行
い
ま
す
。

委
員

　
　
　
９
月
定
例
会
が
１０
月
に
開

催
さ
れ
た
こ
と
で
、
例
年
よ
り
も

発
注
時
期
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
道
路
の
舗
装
な

ど
は
降
雪
期
に
入
る
こ
と
も
あ
り
、

工
期
を
３
月
末
ま
で
と
、
長
く
設

定
す
る
な
ど
の
対
応
を
図
り
な
が

ら
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

に
努
め
て
い
き
た
い
。

道
路
の
維
持
補
修
に
要
す
る

経
費�

１
億
９
０
０
０
万
円

　
生
活
環
境
の
さ
ら
な
る
向
上

に
向
け
て
、
市
道
の
舗
装
と
側

溝
の
補
修
を
行
い
ま
す
。

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　
高
齢
者
介
護
施
設
に
お
け

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
事
業

�

１
２
１
６
万
円

　
高
齢
者
介
護
施
設
な
ど
の
非

常
用
自
家
発
電
設
備
の
整
備
な

ど
に
支
援
し
ま
す
。

委
員

る
非
常
用
自
家
発
電
設
備
の
整
備

率
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
補
助
対
象
と
な

る
高
齢
者
施
設
の
現
時
点
の
整
備

率
は
５２
・
２
％
で
あ
る
が
、
こ
の

た
び
の
補
正
予
算
に
よ
り
６１
％
程

度
と
な
る
。
そ
の
う
ち
、
医
療
的

配
慮
が
必
要
な
入
所
者
が
多
い
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
９７
％

程
度
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
非
常
用
自
家
発
電
設
備
は

い
ざ
と
い
う
と
き
に
使
用
で
き
る

状
態
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

長
寿
支
援
課
長

委
員
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市
内
外
か
ら
申
し
込
み
が

あ
る
と
思
う
が
、
市
民
の
優
先
使

用
な
ど
は
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
キ
ャ
ン
プ
場
は
他
の
用
途
で

も
使
用
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
原
則
申
し
込
み

順
と
な
る
が
、
市
主
催
の
事
業
な

ど
が
あ
る
場
合
は
、
優
先
し
て
使

用
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
有

料
使
用
箇
所
で
あ
る
た
め
、
宿
泊

が
可
能
な
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
、

他
の
場
所
と
は
明
確
に
区
分
し
た

上
で
運
営
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り

西
公
園
に
宿
泊
可
能
な

キ
ャ
ン
プ
場
を
設
置

委
員

公
園
緑
地
課
長

　
　
　
請
求
額
に
対
す
る
和
解
金

の
額
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
公
平
・
公
正
な

立
場
で
当
事
者
双
方
の
調
整
を
図

る
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
判
断
で
あ
り
、
今

回
の
和
解
案
を
受
け
入
れ
る
こ
と

は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
和
解
に
関
す
る
手
続
き
は
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

く
ら
し

福
島
第
一
・
第
二
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

係
る
損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て
原
子
力
損
害

賠
償
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
の
和
解
案
に
同
意

委
員

防
災
対
策
課
長

委
員

　
　
　
　
　
　
　
相
手
側
か
ら
合

意
の
連
絡
は
あ
り
、
議
会
の
議
決

を
受
け
、
市
と
相
手
方
と
和
解
契

約
を
締
結
し
、
そ
の
後
、
和
解
金

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
購
入
企
業
は
、
工
場
拡
張

を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
シ
ヤ
チ
ハ
タ
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
か
ら

は
、
令
和
３
年
３
月
頃
に
新
た
な

工
場
の
着
工
を
計
画
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

防
災
対
策
課
長商

工
業

山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地

分
譲
用
地
の
一
部
を
売
却

委
員

雇
用
創
出
課
長

常任委員会

　
　
　
制
度
改
正
で
負
担
増
に

な
っ
た
世
帯
が
あ
る
と
の
報
道
が

あ
る
。
本
市
で
も
負
担
が
増
え
る

世
帯
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
保

育
料
に
含
ま
れ
て
い
た
副
食
費
は

無
償
化
の
対
象
外
の
た
め
、
今
回

の
条
例
改
正
で
、
住
民
税
の
所
得

割
課
税
額
に
よ
る
副
食
費
の
支
払

い
免
除
を
規
定
し
て
い
る
。
本
市

で
副
食
費
負
担
が
こ
れ
ま
で
の
保

育
料
負
担
を
超
え
る
世
帯
は
な
い
。

　
　
　
ど
の
よ
う
な
診
療
体
制
で

形
成
外
科
を
開
設
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
山
形
大
学
医

学
部
か
ら
、
週
１
回
医
師
の
派
遣

を
受
け
、
外
来
診
療
を
開
始
す
る

予
定
で
あ
る
。 こ

ど
も

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の

法
改
正
に
合
わ
せ
条
例
を
整
備

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長病

院

済
生
館
に
形
成
外
科
を
新
設

委
員

済
生
館
管
理
課
長

▲利用者の声に応え整備された西公園キャンプ場

　議員が選挙区内の人にお金や物を贈る
ことは、公職選挙法で禁止されています。
違反すると罰せられます。有権者が寄付
を求めることも禁止されています。

市民の皆さまのご理解を
お願いします

　議員は選挙区内の人に対
して、自筆による答礼を除
き、年賀状などの時候のあ
いさつ状（電報なども含む）
を出すことは禁止されています。

年賀状などのあいさつ状は
禁止されています！

　議員に対して寄付を出すように勧誘や
要求をしたり、議員名義の寄付を求める
ことは禁止されています。

議員への寄付の勧誘や要求はできません！

こんなことが話し合われました！！

総 務
産業文教

厚 生
環境建設 ４つの委員会で
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令
和
元
年
１０
月
２９
日
で
任
期
満

了
と
な
る
齋
藤
順
治
副
市
長
の
後

任
に
、
髙た
か
倉く
ら
正ま
さ
則の
り
氏
（
山
形
市
都

市
振
興
公
社
理
事
長
）
を
選
任
す

る
こ
と
に
、
一
部
議
員
の
退
席
が

あ
る
中
、
全
会
一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
１０
月
１５
日
に
行
わ
れ
た

本
会
議
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に

よ
り
最
後
の
議
会
と
な
る
齋
藤
順

治
副
市
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

髙
倉
氏
の
副
市
長
選
任
に

同
意

▲副市長に選任されあいさつを行う髙倉正則氏

　日程は変更になる場合があります。
詳しくは議会事務局までお問い合わ
せください。

☎０２３（６４２）８４０４

１１月２８日（木）
　　～１２月１３日（金）

１２月定例会の日程
（現在開催中）

　議会開催中、議会棟内の 
一室を保育室として開放いた
します。
　詳しくは山形市議会ホーム
ページをご覧ください。

議会開催中に
保育室を設置します

ウェブサイト
で 検索山形市議会　保育室

と　き　令和２年１月１日（水・祝）
　　　　午前７時～午後４時
ところ　上山城
内　容　‌�新年の幕開けに、上山城の天守

閣で三吉山からの初日の出を拝
んでみませんか。先着３００名の
方にプレゼントを進呈します。

問い合わ‌�せ先　（公財）上山城郷土資料館
� ☎６７３－３６６０

上山市
上山城元旦登城

と　き　令和２年１月１０日（金）
　　　　午後６時３０分から
ところ　霞城公園
内　容　‌�初市開催に合わせ行われる「冬の

花火大会」。約２０００発の花火が、
冬の夜空に幻想的に輝きます。

問い合わせ先
　ウィンターフェスティバル実行委員会
� ☎６３４－０７６２

ウィンターフェスティバル 山形冬の花火大会in霞城公園
山形市

山辺町初市
と　き　令和２年１月１２日（日）
　　　　午前９時３０分～午後４時３０分
ところ　駅前、本町、仲町通り
内　容　‌�縁起物の初飴、だんご木をはじ

め、海産物、臼やきねなどを売
る店が軒を連ね、江戸時代から
続く伝統的な催しです。

問い合わせ先　山辺町商工会
� ☎６６４－５９３９

山辺町

み
み
よ
り
情
報

７月臨時会（花笠議会）
　７月臨時会を７月２６日に開催しました。
７月臨時会では、工事請負契約の締結（山
形市立千歳小学校グラウンド外構工事）に
ついての議案１件が上程され、産業文教委
員会に付託し審査を行いました。
　審査終了後に本会議を再開し、委員長報告を受けた後、
採決した結果、全員異議なく同意しました。
　また、７月臨時会の開会に先立ち、山形花笠まつりを盛
り上げようと、議員が企画した議場でのＰＲ（花笠議会）
が行われました。
　本会議場内を花笠で飾り付け、議員と市執行部職員が法

はっ

被
ぴ
を着用し、華やかな中で花笠まつりをＰＲしました。

▲閉会は花笠締めで、まつりの成功を祈念

10

令和元年12月1日／210号
やまがた市議会報



◆ ○＝賛成　×＝反対　退＝退席　　◆斎藤武弘議長は採決に加わらない。

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案の賛否一覧表
� 会派
� 議員名

議案

新翔会 緑政会 市民連合 共産党 公明党 令政会 長
谷
川
幸
司
副
議
長

斎
藤
武
弘
議
長

議決
結果

井
上
和
行

佐
藤
清
徳

鈴
木

進

仁
藤

俊

浅
野
弥
史

田
中
英
子

伊
藤
香
織

中
野
信
吾

菊
地
健
太
郎

丸
子
善
弘

須
貝
太
郎

鈴
木
善
太
郎

荒
井
拓
也

渋
江
朋
博

武
田

聡

渡
辺

元

斎
藤
淳
一

石
澤
秀
夫

松
井

愛

佐
藤
秀
明

川
口
充
律

遠
藤
吉
久

阿
曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今
野
誠
一

松
田
孝
男

武
田
新
世

折
原
政
信

小
田
賢
嗣

高
橋
公
夫

斉
藤
栄
治

議 第 ８１ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第５７号 工事請負契約の締結について（山形市立千歳小学校グラウンド外構工事） 同意
（全会一致）

議決議案一覧（７月臨時会）

議決議案一覧（９月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第５８号 平成３０年度山形市一般会計及び特別会計歳入歳
出決算認定について

認定
（全会一致）

議第５９号

議第６０号

平成３０年度山形市水道事業会計剰余金の処分及
び決算認定について
平成３０年度山形市公共下水道事業会計剰余金の
処分及び決算認定について

可決および
認定

（全会一致）

議第６１号 平成３０年度山形市立病院済生館事業会計決算認
定について

認定
（全会一致）

議第６２号

令和元年度山形市一般会計補正予算
　新子ども・子育て支援システム構築運用事業、
放課後児童クラブ等環境改善整備推進事業、介
護サービス基盤整備事業、道路維持補修経費な
どに係る補正予算です。

可決
（全会一致）

議第６３号 土地の処分について（山形中央インター産業団
地分譲用地）

同意
（全会一致）

議第６４号

山形市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の設定について
　地方公務員法および地方自治法の改正に伴い、
会計年度任用職員の給与などに関し必要な事項
を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第６５号
会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の
整備に関する条例の設定について
　会計年度任用職員制度の導入に伴い、所要の
改正をするものです。

可決
（全会一致）

議第６６号

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正
化等を図るための地方公務員法の改正に伴う関
係条例の整備に関する条例の設定について
　成年被後見人などの権利の制限に係る措置の
適正化などを図るための地方公務員法改正に伴
い、規定の整備をするものです。

可決
（全会一致）

議第６７号
山形市西公園キャンプ場条例の設定について
　西公園へのキャンプ場の設置と、その管理な
どに必要な事項を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第６８号
山形市手数料条例の一部改正について
　建築物のエネルギー消費性能の向上に関する
法律の改正に伴い、エネルギー消費性能向上計
画の認定などの申請手数料を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第６９号
山形市印鑑条例の一部改正について
　住民基本台帳法施行令などの改正に伴い、登
録可能な印鑑の要件を変更するものです。

可決
（全会一致）

議第７０号
山形市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部
改正について
　災害弔慰金などの支給に関する事項を調査審
議するための附属機関を設置するものです。

可決
（全会一致）

議第７１号
山形市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について
　児童福祉法の改正に伴い、規定の整備をする
ものです。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第７２号

山形市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部改
正について
　特定教育・保育施設などの運営に関する基準
に係る内閣府令の改正に伴い、食事の提供に要
する費用の取り扱いを変更するなど、所要の改
正をするものです。

可決
（全会一致）

議第７３号
山形市消防団の設置等に関する条例の一部改正
について
　成年被後見人などに係る欠格事項を廃止する
ものです。

可決
（全会一致）

議第７４号
山形市水道給水条例の一部改正について
　水道法の改正に伴う指定給水装置工事事業者
の更新制の導入に伴い、更新手数料を定めると
ともに、登録手数料の額を改定するものです。

可決
（全会一致）

議第７５号
山形市上下水道企業職員の給与の種類及び基準
を定める条例の一部改正について
　会計年度任用職員の給与の種類および基準を
定めるものです。

可決
（全会一致）

議第７６号
山形市病院事業企業職員の給与の種類及び基準
を定める条例の一部改正について
　会計年度任用職員の給与の種類および基準を
定めるものです。

可決
（全会一致）

議第７７号
山形市病院事業の設置等に関する条例の一部改
正について
　形成外科を新設するとともに、職員の定数を
変更するものです。

可決
（全会一致）

議第７８号

山形市立病院済生館高等看護学院授業料等徴収
条例の一部改正について
　大学等における修学の支援に関する法律の施
行に伴い、高等看護学院の授業料などの減免に
ついて規定するものです。

可決
（全会一致）

議第７９号

山形市特別職の職員の給与に関する条例及び山
形市教育委員会教育長の給与、旅費、勤務時間
その他の勤務条件に関する条例の一部改正につ
いて
　市長および教育委員会教育長の給料月額を減
額するものです。

可決
（全会一致）

議第８０号
和解について
　東京電力ホールディングス株式会社福島第一
原子力発電所および福島第二原子力発電所の事
故に係る損害賠償について和解するものです。

同意
（全会一致）

議第８１号 山形市副市長の選任について
　内容は１０ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（一覧表参照）

報第６号
専決処分の承認について（「除雪車の購入につ
いて」の一部変更について）
　除雪車購入に係る契約金額の減額変更です。

承認
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第３号

山形市議会会議規則の一部改正について
　議会改革検討委員会を協議または調整を行う
場に規定するものです。

可決
（全会一致）
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山
形
大
学
医
学
部
先
端
医
療

国
際
交
流
推
進
協
議
会
が
示
す
治

療
費
助
成
制
度
の
利
子
補
給
が
満

額
に
満
た
な
い
場
合
な
ど
は
、
不

Q

足
部
分
を
補
い
、
治
療
を
受
け
る

方
が
利
子
を
負
担
す
る
こ
と
が
無

い
よ
う
に
、
市
独
自
の
利
子
補
給

制
度
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
民
が
治
療
を
受
け
や
す
く

A

す
る
た
め
の
制
度
は
必
要
で
あ
る

た
め
、
今
後
、
同
協
議
会
の
議
論

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
利
子
補
給
制

度
な
ど
市
独
自
の
助
成
制
度
に
つ

い
て
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
　
健
康
診
査
に
際
し
て
、「
胃

に
既
往
症
が
あ
る
場
合
は
胃
部

エ
ッ
ク
ス
線
検
査
が
受
け
ら
れ
な

い
」
と
の
注
意
事
項
が
あ
る
。
こ

れ
ら
既
往
症
が
あ
る
方
も
平
等
に

健
康
診
査
で
胃
の
検
査
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検

査
と
胃
内
視
鏡
検
査
の
選
択
制
を

導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
を
受

け
ら
れ
な
い
高
齢
者
以
外
の
方
の

胃
内
視
鏡
検
査
と
の
選
択
制
の
導

入
は
、
検
診
と
保
険
診
療
の
い
ず

れ
の
実
施
が
望
ま
し
い
の
か
、
今

後
、
医
師
会
な
ど
と
十
分
協
議
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
ラ
ジ
オ
体
操
を
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
ス
ク
ス
ク
の
対
象
と
し
、

東
京
都
と
同
様
に
、
ア
プ
リ
で
実

施
回
数
や
ポ
イ
ン
ト
を
管
理
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
企
業
が
休
憩

時
間
に
組
織
全
体
で
実
施
す
る
場

合
も
対
象
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
本
市
ア
プ
リ
を
直
ち
に
東
京

都
と
同
様
に
実
施
す
る
の
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
が
、
ラ
ジ
オ
体
操

は
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
も
の
で

Q

A

QA

●�一般質問の内容を要約して掲載しています。また、議会ホームページで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
９
月
定
例
会
で
は
、
１０
月

１１
日
と
１５
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

折お
り
原は
ら　

政ま
さ
信の
ぶ 

議
員

健
康
医
療
先
進
都
市
を

目
指
し
て

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

佐さ

藤と
う　
秀ひ
で
明あ
き

子
育
て
支
援
、
地
域
交
通
網
の
整
備
、
健
康
医
療

先
進
都
市
、
不
動
産
登
記
、
外
国
人
と
差
別
禁
止

条
例
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク　
ほ
か

高た
か
橋は
し　
公き
み
夫お

（
令

政

会
）
公
共
交
通
、
受
動
喫
煙
対
策
、
新
た
な
斎
場
の
建‌

設
、
障
が
い
者
施
策
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　
ほ

か

渋し
ぶ

江え　
朋と
も

博ひ
ろ

（
緑

政

会
）
仙
山
連
携
の
強
化
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
、
悪

質
ク
レ
ー
ム
対
策
、就
職
氷
河
期
世
代
へ
の
支
援
、

こ
ど
も
医
療
費
の
拡
充　
ほ
か

仁に

藤と
う　
　
俊と
し

（
新

翔

会
）
命
育
む
授
業「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」、中
心
市
街
地

の
活
性
化
、
山
形
の
観
光
名
所
「
山
寺
」　
ほ
か

（
新

翔

会
）

浅あ
さ
野の　
弥や
す
し史
地
域
公
共
交
通
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
の
整
備
、
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
、
子

育
て
・
教
育
環
境
の
向
上　
ほ
か

（
緑

政

会
）

渡わ
た
辺な
べ　

　
元
は
じ
め

「
東
北
圏
復
興
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」招
致
、中
心

市
街
地
の
活
性
化
、「
健
康
医
療
先
進
都
市
」を
推

進
す
る
た
め
の
民
間
と
の
包
括
連
携
協
定　
ほ
か

折お
り

原は
ら　
政ま
さ

信の
ぶ

（
公
明
党
山
形
市
議
団
）

健
康
医
療
先
進
都
市
を
目
指
し
た
取
り
組
み
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
公
民
連
携
で

南
沼
原
小
学
校
跡
地
を
福
祉
の
里
に　
ほ
か

菊き
く
地ち

健け
ん
太た

郎ろ
う

（
新

翔

会
）
２
期
目
に
あ
た
っ
て
の
市
政
方
針
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
、
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
、
仙

山
線
増
発
等
に
よ
る
公
共
交
通
の
充
実　
ほ
か
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受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
、
受
動
喫
煙
防
止

条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
３０
年
度
に
設
置
し
た
健

康
医
療
先
進
都
市
推
進
協
議
会
で

方
向
性
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
山
形
県
受
動

喫
煙
防
止
条
例
の
遵
守
・
指
導
を

徹
底
す
る
こ
と
を
協
議
会
に
提
案

す
る
。

　
　
特
に
、
子
ど
も
た
ち
を
受
動

喫
煙
か
ら
守
る
た
め
、
子
ど
も
の

受
動
喫
煙
防
止
条
例
を
早
急
に
制

定
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
子
ど
も
の
受
動
喫
煙
防
止
に

重
点
を
お
き
、
対
策
を
進
め
て
い

QAQA あ
る
こ
と
か
ら
、
対
象
事
業
と
す

る
た
め
の
方
法
を
、
今
後
、
調
査

検
討
し
て
い
く
。

　
　
人
工
内
耳
用
音
声
信
号
装
置

と
人
工
内
耳
用
電
池
お
よ
び
充
電

器
な
ど
へ
の
市
独
自
の
補
助
制
度

を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
日
常

生
活
用
具
給
付
事
業
で
の
支
給
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、

今
後
、
他
自
治
体
の
状
況
や
考
え

方
を
調
査
し
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　
本
市
施
策
と
Ｓ※
１
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の

関
連
性
を
可
視
化
で
き
る
よ
う
に
、

次
期
発
展
計
画
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
１７
の
ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
明
記
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
新
た
な
発
展

計
画
を
策
定
す
る
上
で
尊
重
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

新
た
な
発
展
計
画
に
位
置
付
け
る

主
要
事
業
を
精
査
中
で
あ
り
、
そ

の
中
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
１７
の
ゴ
ー

ル
な
ど
と
の
関
連
性
を
検
討
し
て

い
く
。

　
　
本
市
が
Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
者
と
３０
年
間
の
事
業
用
定
期
借

地
権
設
定
契
約
を
締
結
す
る
こ
と

は
可
能
な
の
か
。
ま
た
、
総
合
的

な
福
祉
施
設
「
福
祉
の
里
」
を
改

築
予
定
の
南
沼
原
小
学
校
現
校
舎

跡
地
に
公
民
連
携
で
建
設
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
者
と
の
事
業
用

定
期
借
地
権
設
定
契
約
締
結
は
、

法
令
な
ど
に
沿
っ
た
内
容
で
あ
れ

ば
、
実
施
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、

南
沼
原
小
学
校
現
校
舎
跡
地
の
活

用
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、
今
後
、
十
分
に
検

討
し
て
い
く
。

QA

QA

Q

A

く
こ
と
を
協
議
会
に
提
案
す
る
。

ま
た
、
令
和
元
年
７
月
に
市
立
小

学
校
６
年
生
と
保
護
者
を
対
象
に

実
施
し
た
受
動
喫
煙
防
止
対
策
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
十
分
に
分
析

し
、
先
行
条
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
市
長
が
公
約
に
掲
げ
る
地
域

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
に
向
け
、

デ
マ
ン
ド
交
通
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

交
通
の
構
築
お
よ
び
新
た
な
地
域

公
共
交
通
網
形
成
計
画
策
定
の
早

期
実
現
を
望
む
が
、
計
画
策
定
の

時
期
な
ど
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
２
年
度
策
定
す
る
新
た

な
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
は
、

将
来
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
描

く
と
と
も
に
、
今
後
５
年
間
で
取

り
組
む
べ
き
具
体
的
な
事
業
も
盛

り
込
ん
で
い
く
。
そ
の
際
に
は
、

福
祉
関
係
の
交
通
支
援
な
ど
も
含

め
、
幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。

　
　
就
労
支
援
事
業
所
で
働
く
障

が
い
者
の
賃
金
向
上
の
た
め
、
就

労
支
援
事
業
所
の
共
同
受
注
や
販

路
開
拓
を
担
う
組
織
を
立
ち
上
げ

て
は
ど
う
か
。

　
　
共
同
受
注
窓
口
は
県
で
設
置

し
て
い
る
が
、
よ
り
効
果
的
に
支

援
で
き
る
組
織
の
立
ち
上
げ
が
可

能
か
を
、
関
係
機
関
と
連
携
し
検

討
し
て
い
く
。

　
　
地※
２
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整

備
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。
障
が

い
者
や
そ
の
家
族
か
ら
将
来
に
対

す
る
不
安
の
声
が
聞
か
れ
る
中
、

一
日
で
も
早
い
整
備
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
地
域
生
活
支
援
拠
点
等
の
整

備
で
求
め
ら
れ
る
五
つ
の
機
能
の

う
ち
、「
緊
急
時
の
受
入
れ
・
対
応
」

の
体
制
整
備
を
進
め
、
２
年
度
末

ま
で
に
面
的
に
整
備
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
く
。
こ
の
体
制
の
整

備
後
に
、
実
際
に
緊
急
時
の
受
け

入
れ
が
ど
の
程
度
必
要
と
な
る
か

を
把
握
し
、
障
が
い
者
や
そ
の
家

族
な
ど
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

　
　
小
規
模
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
は
収
入
が
少
な
い
た
め
、
人
件

費
の
負
担
が
重
く
、
運
営
に
苦
慮

し
て
い
る
。
保
育
の
質
を
低
下
さ

せ
る
こ
と
な
く
運
営
で
き
る
よ
う
、

小
規
模
ク
ラ
ブ
加
算
に
市
独
自
で

上
乗
せ
加
算
し
、
ク
ラ
ブ
の
経
営

安
定
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
の
算
定
基
準
が
見
直
さ
れ

増
額
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
依
然

と
し
て
運
営
は
厳
し
い
状
況
と
認

識
し
て
い
る
。
地
域
の
状
況
に
よ

り
登
録
児
童
数
が
減
少
し
て
い
る

ク
ラ
ブ
に
は
、
運
営
の
安
定
化
に

向
け
、
個
別
に
支
援
策
を
講
じ
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

QA

QAQA

QA

子
ど
も
の
受
動
喫
煙
防
止

条
例
を
制
定
せ
よ
！

高た
か

橋は
し　
公き
み

夫お 
議
員

※１　ＳＤＧｓ…‌�持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）の略称。地球環境と人々の暮らしを持続的なものとするため、すべての
国連加盟国が２０３０年までに取り組む１７分野の目標。

※２　地域生活支援拠点等の整備…‌�障がい者の重度化・高齢化で自立した生活を送れなくなった場合や障がい者を支える養護者がいなくなった場合な
どに対応するため、障がい者や家族が将来を見据えて相談や緊急時の対応ができる拠点（体制）を整備するもの。

▲ＳＤＧｓ１７の目標のアイコン▲さらに進めた受動喫煙防止対策を
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２
期
目
就
任
に
あ
た
り
、
市

長
は
ど
の
よ
う
な
市
政
方
針
を
持

ち
、
臨
む
の
か
。

　
　
前
期
同
様
、
市
民
目
線
で
、

QA

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
市
政
を
貫
く
。

中
核
市
移
行
を
礎
に
健
康
医
療
先

進
都
市
の
実
現
に
向
け
、
健
康
寿

命
延
伸
、
地
域
公
共
交
通
の
利
便

性
向
上
、
子
育
て
・
教
育
環
境
の

　
　
連※
１
携
中
枢
都
市
圏
に
お
け
る

連
携
事
業
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な

も
の
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
Ｙ
‐
ｂ
ｉ
ｚ
の
広
域
活
用
、

圏
域
特
産
品
な
ど
の
販
路
拡
大
の

促
進
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

た
Ｐ
Ｒ
、
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
移
住
・
定
住
の
共
同
情
報
発

信
な
ど
を
連
携
事
業
の
候
補
と
し

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

を
連
携
中
枢
都
市
圏
に
お
い
て
共

同
で
設
置
・
運
営
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
小
児
発
達
専
門
医
な
ど
施
設

の
運
営
に
必
要
な
人
員
の
確
保
の

観
点
か
ら
、
現
状
で
は
大
変
難
し

QAQA

向
上
、
創
造
都
市
推
進
、
経
済
活

性
化
、
農
業
振
興
、
地
域
福
祉
充

実
、安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、

仙
山
連
携
や
連
携
中
枢
都
市
圏
推

進
、駅
前
再
開
発
や
道
の
駅
設
置
、

中
心
市
街
地
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
具
現
化
な
ど
、
さ
ら
な
る
施

策
の
推
進
に
挑
戦
し
て
い
く
。

　
　
中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
、

山
形
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
議

会
が
設
立
さ
れ
た
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
課
題
や
調
査
結
果
を
整
理
し
、

中
心
市
街
地
活
性
化
戦
略
本
部
へ

報
告
、
提
案
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
山
形
市
都
市
振
興
公
社
や
山

形
ま
ち
づ
く
り
会
社
な
ど
へ
の
支

援
や
、
今
後
、
設
立
が
検
討
さ
れ

る
特
別
目
的
会
社
な
ど
と
の
連
携

を
行
い
、
各
事
業
が
円
滑
に
推
進

す
る
よ
う
対
処
し
て
い
く
。

　
　
商
店
街
に
未
加
入
の
県
外
事

業
者
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
指
導

を
行
う
の
か
。

　
　
補
助
事
業
や
制
度
融
資
、
街

な
か
出
店
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
地
元

商
店
街
組
織
を
周
知
し
積
極
的
な

加
入
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

　
　
地※
２
域
お
こ
し
協
力
隊
を
受
け

入
れ
、
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く

り
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

Q

A

QAQ

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
仙
山
連
携
と
連
携
中
枢
都
市

圏
構
想
を
ど
の
よ
う
に
関
わ
ら
せ

て
い
く
の
か
。

　
　
「
村
山
地
域
の
中
心
と
し
て

の
山
形
市
」
と
「
仙
山
圏
の
一
員

と
し
て
の
山
形
市
」
の
視
点
を
持

ち
連
携
施
策
を
進
め
る
こ
と
で
、

両
圏
域
の
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

と
人
口
の
ダ
ム
機
能
強
化
に
向
け

て
の
相
乗
効
果
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
市
内
事
業
者
に
対
す
る
悪
質

ク
レ
ー
ム
の
実
態
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
悪
質
ク
レ
ー
ム
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
広
報
・
周
知
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
体
系
的
な
実
態
調
査
は
行
っ

て
い
な
い
。
今
後
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
職
場
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
や
悪
質
ク

レ
ー
ム
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対

策
を
、
広
報
・
周
知
し
て
い
く
。

　
　
就
職
氷
河
期
世
代
へ
の
支
援

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
こ
の
世
代
向
け
の
市
職
員
採

用
も
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
国
の
施
策
の
周
知
を
図
り
な

が
ら
、「
ジ
ョ
ブ
っ
す
や
ま
が
た
」

の
さ
ら
な
る
活
用
や
安
定
雇
用
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
助
成
金
の
対
象
年
齢

の
拡
大
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

社
会
情
勢
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら

有
効
な
職
員
採
用
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
健
康
医
療
先
進
都
市
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、
高
校
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
無
償
化
を
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
と
の
関
わ

り
や
市
民
ニ
ー
ズ
、
他
自
治
体
と

の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
、
健

康
医
療
先
進
都
市
施
策
の
総
合
的

な
検
討
の
中
で
考
え
て
い
く
。

　
　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
ト
イ

レ
洋
式
化
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
２
年
度
以
降
、
国
の
交

付
金
制
度
を
活
用
し
、
未
改
修
の

小
学
校
５
校
を
整
備
後
、
中
学
校

１２
校
の
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
本
市
の
小
・
中
学
校
教
員
の

英
語
ス
キ
ル
の
現
状
は
ど
う
か
。

ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
専
科
教
員
の
増

員
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
中
央
講
師
を
招
致
し
た
研
修

や
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
講
師
と
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
研
修
を
充
実
さ

せ
、
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
２
年
度
に
増

員
を
計
画
し
て
い
る
。
専
科
教
員

は
元
年
度
１
名
増
の
５
名
を
９
校

に
配
置
し
て
い
る
。
今
後
も
増
員

を
国
や
県
に
要
望
し
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

▲広域活用の候補として検討中のY-biz

※１　連携中枢都市圏…‌�相当の規模と中核性を備える圏域において市町村が連携し、コンパクト化とネットワーク化により、人口減少・少子高齢
社会においても一定の圏域人口を有し活力ある社会経済を維持するための拠点を形成するもの。

※２　地域おこし協力隊…‌�人口減少や高齢化などの進行が著しい地方において、地域外の人材を誘致し、定住・定着を図ることで、地域力の維持・
強化を図っていくことを目的とした制度。

連
携
中
心
都
市
圏
の
中
心
市
と
し
て

圏
域
全
体
の
発
展
を
図
れ

渋し
ぶ
江え　
朋と
も
博ひ
ろ 

議
員

中
核
市
と
し
て

さ
ら
な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

菊き
く
地ち

健け
ん
太た

郎ろ
う 

議
員
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小
・
中
学
校
で
は「
命
の
大
切

さ
・
心
の
教
育
」を
ど
の
科
目
で
、

ど
の
よ
う
に
教
え
て
い
る
の
か
。

　
　
保
健
体
育
、
特
別
活
動
や
道

徳
で
取
り
扱
う
だ
け
で
は
な
く
、

各
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
も「
命
の
大
切
さ
」「
思
い
や
り
」

を
育
む
内
容
が
含
ま
れ
て
お
り
、

教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
、「
い
の

ち
の
教
育
」に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
児
童
・
生
徒
が
命
の
大
切
さ

な
ど
を
学
べ
る
「
赤
ち
ゃ
ん
登
校

日
」授
業
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
保
健
所
な
ど
と
連
携
し
た
安

全
対
策
の
構
築
や
協
力
し
て
も
ら

え
る
親
子
の
確
保
な
ど
の
課
題
が

QAQA
　
　
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
人
材

育
成
は
必
要
で
あ
る
た
め
、
各
種

事
業
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
県
あ
か
ね
ケ
丘
陸
上
競
技
場

を
新
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建

設
候
補
地
と
し
、
国
際
交
流
プ
ラ

ザ
の
国
際
交
流
広
場
と
駐
車
場
に

新
た
な
陸
上
競
技
場
の
整
備
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
新
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
の
公
募

要
件
の
把
握
に
努
め
、
建
設
場
所

や
ス
タ
ジ
ア
ム
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
な
ど
の
企
画
・
提
案
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　
　
交
流
人
口
の
増
加
や
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
へ
の
対
応
の
た
め
、
仙
山

線
の
愛
子
・
山
形
間
の
往
復
運
行

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
元
年
度
か
ら
北
山
形
駅

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
駅
周
辺

の
環
境
整
備
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
で

の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
れ
ら
取
り
組
み
の
効
果

や
利
用
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
蔵
王
温
泉
ス
キ
ー
場
の
夏
場

の
利
用
拡
大
や
誘
客
推
進
に
向
け
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
、
サ
マ
ー

ゲ
レ
ン
デ
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
相
応
の
整
備
費
と
維
持
管
理

費
を
要
す
る
が
、
現
状
で
は
冬
季

に
比
べ
需
要
が
少
な
い
と
捉
え
て

い
る
。
要
望
が
あ
れ
ば
、
実
現
性

や
継
続
性
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

　
　
「※

夏
過
ぎ
て
夜
ご
と
思
う
は

孫
た
ち
へ　
日
ご
ろ
の
ま
せ
ば
や

最
上
の
水
を
」

　
　
「
ふ
る
さ
と
へ
定
着
目
指
し

知
恵
絞
る　
最
上
の
水
の
美
味
さ

知
ら
せ
ん
」

AQA

QA

QA

QA

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
校
長
会

と
も
相
談
す
る
と
と
も
に
、
他
自

治
体
の
状
況
を
調
査
し
、
効
果
や

有
効
性
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
山
形
駅
自
由
通
路
ア
ピ
カ
へ

の
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
設
置
に

つ
い
て
、
適
切
な
場
所
や
あ
り
方

の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
県
総
合
文
化
芸
術
館
と

の
連
携
事
業
を
県
と
協
議
し
て
い

く
中
で
、
効
果
的
な
設
置
場
所
や

連
携
す
る
主
体
な
ど
を
、
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
。

　
　
策
定
を
予
定
し
て
い
る
新
た

な
文
化
芸
術
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
、

提
案
し
た「
音
楽
の
街
山
形
」の
発

信
は
盛
り
込
ん
で
も
ら
え
る
の
か
。

　
　
文
化
創
造
都
市
を
推
進
す
る

上
で
大
変
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
策
定
中
の
（
仮

称
）
山
形
市
文
化
創
造
都
市
推
進

ビ
ジ
ョ
ン
に
、
音
楽
に
よ
る
文
化

振
興
を
示
し
て
い
く
。

　
　
平
成
３０
年
６
月
定
例
会
で
提

案
し
た
、
山
寺
ら
し
い
国
際
レ
ベ

ル
の
ト
イ
レ
環
境
の
整
備
の
進
行

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
市
観
光
協
会
が
、
紅
葉

観
光
の
一
段
落
す
る
１１
月
を
目
途

に
、
立
石
寺
境
内
に
あ
る
２
カ
所

の
ト
イ
レ
を
洋
式
化
し
、
外
装
や

内
装
な
ど
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
。

　
　
３０
年
６
月
定
例
会
で
提
案
し

た
、
山
寺
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど
と
共
同
で

策
定
し
た
仙
山
線
の
利
用
促
進
及

び
利
便
性
向
上
に
関
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
方
針
で
、
長
期
的
課
題

と
し
て
位
置
付
け
て
お
り
、
今
後

も
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
は
整
備
促
進
を
、

国
や
県
に
は
補
助
制
度
の
継
続
や

拡
大
を
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
山
寺
駅
の
す
ぐ
そ
ば
に
観
光

案
内
所
を
設
置
し
、
市
内
の
名
所

や
周
遊
プ
ラ
ン
な
ど
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
案
内
所
の
移
転
、
機
能
強
化

を
含
め
、
地
元
観
光
協
会
と
協
議

を
行
っ
て
い
る
が
、
場
所
や
運
営

方
法
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
実
現

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
地
元
や
Ｊ

Ｒ
東
日
本
な
ど
と
情
報
共
有
を
図

り
、
協
議
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
日
本
遺
産
認
定
を
契
機
に
官

民
一
体
と
な
り
、
山
寺
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
「
山
寺
と
紅
花
」
推
進
協
議

会
が
主
催
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
活
性
化

策
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
今

後
も
、
さ
ら
な
る
山
寺
の
活
性
化

に
向
け
て
協
議
し
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

▲山形駅自由通路にストリートピアノを

※　‌�菊地健太郎議員が質問の一部を短歌形式で行い、市長も同様の形式で回答した。意：秋になり、夏休みに帰省してきた孫たちの顔を毎晩のよ
うに思い出すが近くにいてくれれば毎日山形の水を飲ませてあげられるのに。

※１　赤ちゃん登校日…‌�赤ちゃんとその親が学校に出向くことで、児童や生徒が赤ちゃんの成長やいのちの尊さを実感し、コミュニケーションを
学ぶなどする学習プログラム。

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

「
赤※

１

ち
ゃ
ん
登
校
日
」の
実
現
を
！！

仁に

藤と
う　
　
俊と
し 

議
員

▲中心市街地の公共施設の再配置を
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東
北
の
複
数
都
市
が
共
同
開

催
す
る
東
北
圏
復
興
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
招
致
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
招
致
に
は
課
題
が
大
変
多
く
、

QA

相
当
の
覚
悟
で
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
札
幌
市
が
行
う
招
致
活
動

を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
東
北
市
長
会
で
東
北
圏
の
イ

Q
　
　
南
部
児
童
遊
戯
施
設
整
備
事

業
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
施

設
の
特
色
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
４
年
３
月
の
オ
ー
プ
ン

予
定
で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
取
り
入
れ
た
イ※
１
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
施
設
で
あ
る
。
特
徴
的
な
デ

ザ
イ
ン
も
特
色
の
一
つ
と
考
え
る
。

　
　
地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
を
今
後
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

ま
た
、
公
共
交
通
に
タ
ク
シ
ー
を

含
め
る
の
か
。

　
　
将
来
を
見
据
え
た
新
た
な
公

共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
す
る
。

そ
の
際
に
は
、
タ
ク
シ
ー
を
含
め

幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。

QAQA

ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
推
進
を
国
の
関

係
機
関
に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
元
年
１０
月
開
催
の
東
北

市
長
会
で
、
東
北
観
光
復
興
対
策

交
付
金
の
継
続
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

復
興
も
含
め
、
国
に
要
望
し
て
い

く
。

　
　
台
湾
で
絶
大
な
影
響
力
を
持

つ
ユ※
２
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
を
招
請
し
、

外
国
人
旅
行
者
数
の
約
半
数
を
占

め
る
台
湾
に
向
け
、
山
形
の
良
さ

を
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
イ※
３
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
招
請
に

よ
る
観
光
情
報
発
信
を
実
施
し
て

お
り
、
事
業
成
果
を
検
証
の
上
、

よ
り
Ｐ
Ｒ
効
果
の
高
い
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
山
形
駅
前
旧
ビ
ブ
レ
跡
地
再

開
発
の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
跡
地
北
側
ビ
ル
の
地
権
者
も

含
め
て
交
渉
を
始
め
た
の
か
。

　
　
平
成
３１
年
１
月
か
ら
素
案
を

ビ
ブ
レ
跡
地
お
よ
び
北
側
の
民
間

ビ
ル
２
棟
の
地
権
者
に
示
し
、
意

見
を
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
意
見

交
換
を
行
い
、
魅
力
あ
る
施
設
整

備
実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。

　
　
県
民
会
館
跡
地
利
用
の
進
展

状
況
と
、解
体
の
予
定
は
ど
う
か
。

　
　
元
年
１１
月
末
で
利
用
を
停
止

AQ

AQ

AQA

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
方
針
や
財
源

を
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　
国
や
県
で
策
定
の
計
画
な
ど

と
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
整
備
計

画
を
策
定
し
、順
次
整
備
を
行
う
。

財
源
は
充
当
可
能
な
国
の
交
付
金

な
ど
を
活
用
し
て
い
く
。

　
　
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
を
早

期
に
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
そ
の
際
は
、
近
隣
の
自
治

体
と
広
域
で
の
計
画
策
定
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
で
き
る
限
り
早
期
に
策
定
す

る
。
ま
た
、
近
隣
自
治
体
と
の
共

同
策
定
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
診
察
可
能
な
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
に
対
し
、
診
療
や
相
談
体

制
の
充
実
を
引
き
続
き
要
望
す
る
。

　
　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が

２
年
１０
月
１
日
か
ら
、
同
年
８
月

生
ま
れ
以
降
の
子
ど
も
を
対
象
に

定
期
接
種
と
な
る
。
対
象
児
と
同

学
年
の
子
ど
も
が
１０
月
前
に
接
種

し
た
場
合
も
助
成
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
助
成
制
度
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
立
保
育
所
に
医
療
的
ケ
ア

児
や
障
が
い
児
の
専
門
の
ク
ラ
ス

を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
対
象
児
童
の
状
態
や
人
数
、

希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど

を
把
握
し
た
上
で
、
必
要
性
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
中
学
校
部
活
動
以
外
の
保
護

者
主
催
の
活
動
な
ど
を
教
育
委
員

会
や
学
校
で
は
ど
の
程
度
把
握
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

活
動
に
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
調
査
の
結
果
、
お
お
む
ね
方

針
に
沿
っ
て
い
る
が
、
一
部
、
保

護
者
会
主
催
の
活
動
を
行
っ
て
い

る
実
態
が
あ
る
。
該
当
す
る
学
校

よ
り
部
活
動
の
範
囲
の
中
で
活
動

し
て
い
く
よ
う
に
働
き
か
け
て
い

る
。
今
後
も
学
校
ご
と
に
保
護
者

の
理
解
を
得
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
中
学
校
の
理
科
室
な
ど
に
も

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
施
設
整
備
計
画
の
見
直
し
を

進
め
て
お
り
、
改
め
て
整
備
手
法

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
半
郷
清
掃
工
場
の
跡
地
利

用
の
検
討
状
況
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
か
。

　
　
２
年
度
お
よ
び
３
年
度
に
解

体
を
行
う
計
画
で
あ
る
。
蔵
王
地

区
の
地
域
振
興
に
資
す
る
利
用
を
、

地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
く
。

QAQAQA

QAQAQA

QAQA

▲南部児童遊戯施設のイメージパース

※１　インクルーシブ…包括的なさま。多様性を認め合い、障がいのある者と障がいのない者が共存するさま。
※２　ユーチューバー…主に動画共有サービスYouTube上で独自に制作した動画を継続的に公開する者のこと。
※３　インフルエンサー…世間に与える影響力が大きい行動を行う人物のこと。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

南
部
児
童
遊
戯
施
設
を
！！

浅あ
さ
野の　
弥や
す
し史 

議
員

震
災
復
興
の
た
め
の「
東
北
圏
復
興

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」を
招
致
せ
よ

渡わ
た
辺な
べ　

　
元は
じ
め 

議
員
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待
機
児
童
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
元
年
１０
月
１
日
現
在
で

約
８０
人
の
待
機
児
童
が
発
生
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
　
待
機
児
童
が
発
生
す
る
原
因

と
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
保
育
士
が
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
平
成
３１
年
４
月
１
日
現
在
で

３９
人
の
待
機
児
童
が
１
歳
児
を
中

心
に
生
じ
た
の
は
、
保
育
士
確
保

が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
や
、
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
と
施
設
の
立
地
条
件

が
合
わ
な
い
こ
と
な
ど
が
原
因
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
保
育
士
宿
舎

借
り
上
げ
支
援
事
業
の
拡
充
や
１

QAQA し
、
２
年
３
月
末
の
閉
館
後
の
解

体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
未
定
で
あ
る
。

本
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
示

す
歴
史
・
文
化
推
進
ゾ
ー
ン
に
ふ

さ
わ
し
い
土
地
利
用
を
検
討
し
て

い
る
。

　
　
県
民
会
館
跡
地
へ
の
県
立
博

物
館
教
育
資
料
館
（
旧
山
形
師
範

学
校
）
移
設
を
県
に
提
案
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
掲
げ

る
理
念
実
現
の
た
め
の
一
つ
の
選

択
肢
と
考
え
る
。
両
施
設
を
所
管

す
る
県
の
考
え
方
を
確
認
す
る
。

　
　
地
方
裁
判
所
の
建
て
替
え
時

移
転
を
要
望
し
、
市
郷
土
館
（
旧

済
生
館
本
館
）
移
設
を
検
討
し
て

い
る
が
、
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
元
年
６
月
に
山
形
地
方
裁
判

所
へ
要
請
書
を
提
出
し
、
移
転
先

の
土
地
条
件
の
意
向
を
確
認
中
で

あ
る
。
裁
判
所
の
意
向
を
踏
ま
え
、

計
画
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
元
年
９
月
県
議
会
定
例
会
の

知
事
答
弁
に
あ
っ
た
武
道
館
撤
去

後
の
本
市
の
代
替
施
設
案
の
内
容

と
、
そ
の
進
展
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
県
へ
の
重
要
事
業
要
望
時
に
、

本
市
中
心
市
街
地
へ
の
代
替
施
設

整
備
を
改
め
て
要
望
し
た
。
県
と

連
携
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
具
体

的
な
方
向
性
を
見
い
だ
し
て
い
く
。

　
　
食
事
と
健
康
、
運
動
に
強
み

を
持
つ
企
業
と
包
括
連
携
協
定
を

結
び
、
健
康
医
療
先
進
都
市
の
推

進
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
協
定
締
結
は
両
者
が
メ
リ
ッ

ト
を
享
受
で
き
る
関
係
構
築
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
提
案
の

企
業
も
含
め
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

Q

AQA

QA

QA

歳
児
受
け
入
れ
に
向
け
た
事
業
を

検
討
す
る
。
ま
た
、
認
可
保
育
所

や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
に
対
し
、

法
令
な
ど
に
適
合
し
な
い
点
な
ど

が
あ
れ
ば
指
導
し
て
い
く
。

　
　
公
立
保
育
所
の
定
員
割
れ
と
、

臨
時
保
育
士
の
採
用
が
４
月
１
日

よ
り
遅
れ
る
の
は
問
題
で
は
な
い

の
か
。

　
　
令
和
２
年
度
か
ら
は
会※
１
計
年

度
任
用
職
員
制
度
に
よ
り
保
育
士

を
募
集
し
、
つ
ば
さ
保
育
園
と
さ

く
ら
保
育
園
で
低
年
齢
児
受
け
入

れ
数
を
増
や
す
。
長
期
的
に
は
、

拠
点
保
育
所
を
整
備
し
、
待
機
児

童
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

　
　
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、

障
が
い
児
の
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
が

高
い
が
狭
き
門
と
な
っ
て
い
る
。

施
設
の
拡
充
と
、
利
用
の
可
否
の

早
期
決
定
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
適
切
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
確
保
に

努
め
て
い
く
。
ま
た
、
利
用
意
向

を
早
期
把
握
し
、
相
談
支
援
事
業

所
に
働
き
か
け
、
保
護
者
が
安
心

し
て
働
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
児
童
相
談
件
数
は
ど
う
か
。

ま
た
、要
保
護
児
童
対
策
や
学
校
・

保
育
現
場
と
一
体
と
な
り
取
り
組

む
た
め
、
児
童
相
談
所
の
設
置
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
３０
年
度
と
比
べ
、
元
年

度
は
児
童
虐
待
の
相
談
が
増
え
て

い
る
。
児
童
相
談
所
の
設
置
は
、

今
の
と
こ
ろ
予
定
は
な
い
が
、
相

談
体
制
の
充
実
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現

に
向
け
、
公
共
交
通
機
関
沿
線
へ

の
居
住
を
推
進
す
る
政
策
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

と
整
合
を
図
り
、
他
市
事
例
も
参

考
に
実
情
に
あ
っ
た
立
地
適
正
化

計
画
を
策
定
の
う
え
進
め
て
い
く
。

　
　
県
内
の
他
自
治
体
と
連
携
し
、

ク※２
ア
オ
ル
ト
事
業
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
山
形
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
な
ど
の
広
域

連
携
の
枠
組
み
を
活
用
し
、
連
携

が
可
能
か
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
外
国
人
差
別
禁
止
条
例
の
制

定
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
本
市
の
具
体
的
状
況
や
他
自

治
体
の
取
り
組
み
状
況
を
注
視
し
、

適
宜
研
究
・
検
討
し
て
い
く
。

　
　
引
き
こ
も
り
対
応
な
ど
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談
窓
口
を
庁
舎
内

に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
に
設
置
を
希
望
し
て
お
り
、

２
年
２
月
頃
に
結
果
が
示
さ
れ
る

見
込
み
で
あ
る
。

QAQ

AQAQA

QAQAQA

▲保育士確保が求められる市立保育園

※１　会計年度任用職員制度…地方自治体における臨時・非常勤職員の任用要件を厳格化した、期限付きで任用する職員の新たな制度。
※２　クアオルト…‌�ドイツ語でクア（Kur）「治療・療養、保養のための滞在」とオルト（Ort）「場所・地域」という言葉が合わさった言葉で、「療

養地」という意味。

待
機
児
童
解
消
を
全
力
で

佐さ

藤と
う　
秀ひ
で

明あ
き 

議
員

▲冬季オリンピック招致で東北を世界に発信
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本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な
施
策
を
実
施
す
る
他
の
自
治
体
な
ど
へ

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視
察
の
成
果
は
、
委
員
会
審
査
の
中
で
、

本
市
の
抱
え
る
課
題
解
決
や
市
へ
の
提
言
に
生
か
さ
れ
ま
す
。
令
和
元

年
度
に
実
施
し
た
委
員
会
視
察
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（１班）

７月９日（火）
　～１１日（木）

富山県富山市 公共交通施策について

石川県金沢市 公益財団法人金沢芸術創造財団の運営等に‌
ついて

長野県佐久市 移住・定住施策、国際交流について

厚 生 委 員 会
（１班）

７月８日（月）
　～１０日（水）

愛知県岡崎市 岡崎市こども発達センターについて

岡山県倉敷市 倉敷市立市民病院（市民病院建設事業）に‌
ついて

埼玉県朝霞市 障がい児保育の充実に向けた取り組みについて

産業文教委員会
（１班）

７月９日（火）
　～１１日（木）

大阪府吹田市 市立吹田サッカースタジアムについて

奈良県奈良市 観光誘客の取り組みについて

滋賀県守山市 もりやま食のまちづくりプロジェクトについて

環境建設委員会
（１班）

７月２日（火）
　～４日（木）

岩手県盛岡市 Park-PFIを活用した公園整備について

岩手県久慈市 新電力会社「久慈地域エネルギー」の取り‌
組みについて

青森県弘前市 弘前型スマートシティ構想推進事業について

（総務１班）

芸術文化の土壌を醸成する
公益財団法人金沢芸術創造財団

　金沢市では、公益財団法
人金沢芸術創造財団を設立
し、１０の芸術文化施設を管
理・運営しており、積極的
に芸術文化の創造に関する
企画を実施し、市民の生涯
にわたる芸術文化の土壌を

醸成しています。芸術文化の振興に向けたさまざまな取
り組みは、市民の芸術文化活動の推進や技術研修者の養
成、若手工芸家の創作などに役立っています。
　また、２４時間稼働している練習施設の金沢市民芸術村
を現場視察しました。

（産業文教１班）

寄付金を活用して建設された臨場感あふれるスタジアム
～ Panasonic Stadium Suita ～

　市立吹田サッカースタジ
アム（Panasonic Stadium 
Suita）は、法人や個人か
らの寄付金と日本スポーツ
振興センターなどの助成金
を活用して建設されました。
建設後、市へ寄贈され、指

定管理者の株式会社ガンバ大阪が管理運営しています。
スタジアムは全席が屋根で覆われ雨にぬれずに観戦がで
きるほか、太陽光発電の活用など環境にも配慮されてい
ます。また、災害用備蓄倉庫を設置し地域の防災拠点機
能も担っており、試合の開催以外では健康増進・地域交
流拠点としても活用されているとのことでした。

（厚生１班）

みんな元気にすくすく育ってほしい
～岡崎市こども発達センター「すくも（すくすくそだつこども）」～

　岡崎市こども発達セン
ター「すくも」は、発達に
関する相談、医療および療
育を総合的に提供する施設
で、民間の資金とノウハウ
を活用し、公共サービスの
提供を図るＰＦＩ手法を用

いて整備・運営されています。また、施設には、発達相
談センター・発達医療センター・発達支援センターの３
つのセンターがあり、異なる事業主体が協力し、こども
発達センターの事業を運営しています。各センターで運
営とケースに関するコーディネーターを設定し、連携し
て運営しているとのことでした。

（環境建設１班）

Park-PFIを活用した公園整備

　盛岡市では、公募により
選定された民間事業者が、
公園利用者の利便性向上に
つながる収益施設などや園
路や広場などの特定箇所を
一体的に整備し、管理を行
うＰａｒｋ－ＰＦＩを活用

した公園整備に取り組んでいました。現在、３カ所にお
いて事業が行われており、このうち、中央公園では、公
園内未整備区域への広場と体験学習施設や飲食店などの
整備とともに、盛岡市においても課題となっている待機
児童の解消に向けて、保育施設の設置を行うとのことで
した。

常
任
委
員
会
視
察
報
告
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委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（２班）

７月３１日（水）
～

８月２日（金）

広島県東広島市 防災センターおよび災害体験用ＶＲソフトについて

広島県呉市 広島中央地域連携中枢都市圏の取り組みについて

広島県廿日市市 中山間地域のバス路線再編事業について

厚 生 委 員 会
（２班）

７月２２日（月）
　～２４日（水）

岡山県岡山市 岡山市東山斎場再整備事業等について

兵庫県西宮市 地域生活拠点等の整備について

大阪府 大阪府受動喫煙防止条例等について

産業文教委員会
（２班）

７月２２日（月）
　～２４日（水）

香川県高松市 伝統的ものづくりについて

徳島県三好市 休廃校の活用について

徳島県徳島市 徳島市立図書館について

環境建設委員会
（２班）

７月８日（月）
　～１０日（水）

北海道札幌市 市営住宅を活用した学生シェアハウスモデル事業に‌
ついて

北海道札幌市 モエレ沼公園について

北海道北広島市 下水処理センターにおけるバイオマス利活用の取り‌
組みについて

（産業文教２班）

人と文化が出会う駅前図書館
～徳島市立図書館～

　徳島市では、図書館を平
成２４年４月に徳島駅前の民
間商業施設内にリニューア
ル移転しました。ニーズの
多様化や社会情勢の変化へ
の対応が迫られていただけ
でなく、設備・立地条件な

どで、市民から改善を求める意見や要望がありましたが、
駅から徒歩５分の場所への移転で利便性を向上させまし
た。また、まちのにぎわい創出を考え、商業施設内に子
育て安心ステーションを併設し、図書館利用の際の一時
託児や子育て相談も気軽に行える環境となっていました。

（総務２班）

豪雨災害体験を防災教育に役立てる
「土砂災害避難体験ＶＲ」

　東広島市は、広島大学と
共同で土砂災害避難体験Ｖ
Ｒ（ヴァーチャル・リアリ
ティ）ソフトを開発し、防
災教育に役立てています。
このソフトは、平成３０年７
月の西日本豪雨災害被災者

から聞き取りを実施し発災当日の状況を再現しており、
避難のタイミングや避難行動の体験学習ができるもので
す。今後は、西日本豪雨で特に被害が発生した地域を優
先的に、中学校・高校の防災授業や自主防災組織などの
訓練で体験してもらい、同様の災害の発生時に早期避難
および適切な行動ができるよう啓発を進めていくとのこ
とでした。

（環境建設２班）

自然とアートが融合したモエレ沼公園

　札幌市のモエレ沼公園は、
全体をひとつの彫刻作品と
するというコンセプトで、
ごみ処理場の跡地に造成さ
れました。公園内には、不
燃ごみと公共残土を積み上
げて造成されたモエレ山、

噴水や遊具などが配置されており、年間約８０万人が来園
しています。また、屋内施設のガラスのピラミッドには、
地域固有の自然エネルギーである雪を活用した冷房シス
テムなどを導入しており、ＣＯ２の排出を年間３０．８ｔ削
減するなど、自然環境の保全にも取り組んでいました。

（厚生２班）

計画的な斎場整備
～岡山市東山斎場再整備事業～

　岡山市の旧東山斎場は、
昭和４４年８月に建設され老
朽が著しく、耐震基準不適
合、バリアフリー未対応
だったため、再整備が計画
されました。東山斎場は、
古来より葬送の場所として、

墓参りを通じて広く市民に親しまれた場所であったため、
現地にて建て替えし、平成３１年２月に供用開始しました。
一方で、東山斎場の再整備で炉を大型化したことにより
炉数が減少し、死亡者数の将来的な増加や災害時のリス
ク分散の観点などから、新たな斎場を整備することとな
り、令和３年の供用を目指して岡山市北斎場の整備を開
始したとのことです。
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議
会
報
副
委
員
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武
田　
新
世

　スマートフォン・タ
ブレットで議会が視聴
できます。
　お気軽にご活用くだ
さい。

スマホで視聴できます編
集
後
記

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

　９月定例会の審議過程や結果を市民の皆さまへ分かりやすくお伝えする「議会報告会」
を開催します。
　この報告会では議会を知ることができるほか、魅力あふれる山形市を作り上げていくた
めに市議会議員と意見交換ができます。
　今年度は８カ所のコミュニティセンターで開催されますので、ぜひお気軽にご参加くだ
さい。

魅力あふれる山形市を目指して

期間：１２月９日（月）・１２月１１日（水）
時間：１９時～２０時３０分（１８時３０分より受付）
内容：９月定例会の議会活動報告です。

※やまがた市議会報みちしるべ（本号）をご持参ください。
月　日 会　場 出　席　議　員

１２月９日（月） 大曽根コミュニティセンター ◎佐藤　秀明（総務）　　　　　○荒井　拓也（産業文教）
　佐藤　清徳　　武田　　聡　　武田　新世　　伊藤　香織
　遠藤　吉久　　須貝　太郎　　斎藤　武弘 議長１２月１１日（水） 西山形コミュニティセンター

１２月９日（月） 千歳コミュニティセンター ◎高橋　公夫（厚生）　　　　　○松田　孝男（総務）
　松井　　愛　　阿曽　　隆　　田中　英子　　中野　信吾
　斎藤　淳一　　鈴木善太郎　　１２月１１日（水） 村木沢コミュニティセンター

１２月９日（月） 山寺コミュニティセンター ◎仁藤　　俊（産業文教）　　　○斉藤　栄治（環境建設）
　鈴木　　進　　菊地健太郎　　今野　誠一　　渡辺　　元
　折原　政信　　長谷川幸司 副議長１２月１１日（水） 本沢コミュニティセンター

１２月９日（月） 蔵王コミュニティセンター ◎渋江　朋博（環境建設）　　　○浅野　弥史（厚生）
　小田　賢嗣　　井上　和行　　佐藤亜希子　　川口　充律
　丸子　善弘　　石澤　秀夫１２月１１日（水） 鈴川コミュニティセンター

※どの会場でも参加できます。 ◎…常任委員会委員長　○…常任委員会副委員長

≪議会報告会≫

議員と意見交換をしませんか？
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